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研究成果の概要（和文）：本研究では　①学校や教師に対する体育授業コンサルテーションに関する現状を把握
すること，②教師に対する体育授業コンサルテーションモデルについて検討すること，③コンサルテーションの
実施及び成果検証を行うこと，の3点を目的に研究を展開した．
研究全体を通して，授業実践に関わって教師がどのような情報を利用し，また求めているのかが明らかになると
ともに，体育授業の基礎的条件及び内容的条件についての教師の知識や指導技術の向上，子どもの学びの流れな
どについての「授業の見通し」を授業者にどのように持たせられるかが，コンサルテーション及び授業の成否を
導く上で重要であることが確認された．

研究成果の概要（英文）：This study had three purposes; ①investigating into the actual on 
consultation for PE class, ②constructing the consultation models for PE class, ③examining the 
result on consultation for PE classes.
In the investigation, it found that over 50% teachers are utilizing the resources published by the 
ministry of education. And it found that they need the information about the way of teaching to low 
skilled and motivation children. We examined about the consultation models to elementary teachers 
for PE class. These are the direct consultation model and indirectly consultation. And we conducted 
the consultation to teachers and schools using these models. 
From this research, we confirmed that consultee should try to provide and share the “goal image” 
of the PE class. Goal image construct about the standards factors on PE class, way of teaching to 
children, the effective learning process, the varieties of teaching materials and instruments.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  近年，わが国では，大都市圏における若手
教員の急増，その他の多くの地域における教
員の高齢化，多様な子どもが教室に混在する
状況における学力向上の要請等，様々な理由
から，教師の指導力量の向上が叫ばれている． 
これに対して全国の教員たちは，学校の研
究テーマに基づく校内研究，都道府県や市区
町村単位での研修，文部科学省等が発行する
指導資料等を利用した研修，自発的な研究サ
ークルへの参加等，いくつかの方法で自らの
授業力向上をめざした取り組みを行ってい
る． 
  中でも校内研究会は，その学校のすべての
教員が学ぶ機会であり，地区の教育研究会は，
公的に特定の教科・領域に関する指導力量を
向上させることが認められた場であるとい
える．だからこそ，そこでの研修内容が中身
の濃いものになり，その後の多くの教師の実
践に対してプラスの影響力をもたなくては
ならないことは自明のことである．これらの
場には，当該地域の指導主事や地域の指導的
立場にある教員あるいは大学教員が出向い
て指導助言することが多く，研究協議では，
その研究全体に関することがらをはじめと
して，その日の授業についての助言等が話さ
れ，それ以降の授業実践をよりよくするため
の方向性を参加者全員が共有することにな
る．つまり，授業に係わる教師へのコンサル
テーションが行われているということであ
る． 
  しかし最近，この教員の研修やコンサルテ
ーションのあり方について疑問が提示され
るようになっている．例えば，研究会の流れ
が形式的になりすぎ，研究会本来の目的を達
成するに至っていないのではないかという
ものや，若手教員の急増や教員の高齢化等に
より，教員自身では研修の焦点をどのように
絞っていいのか見通しに不安がある等の声
を聞くことが少なくない． 
  これらの声に応え，子どもたちの心と体を
健やかに育むために，我々は体育科教育学の
側面から，どのような課題をもって今後の教
員の研修充実に向けた取り組みを検討すべ
きなのだろうか．多くの教員が「悩み」や「困
り感」を抱えながら日々の実践を紡いでいる
いま，よりよい授業実践を生み出すための教
師へのコンサルテーションのあり方やその
方法に関する知見の創出が急務であると筆
者は考えた． 
 具体的には，教師たちはどのような問題状
況の時にどのようなコンサルテーションを
必要としているのかについて分析整理して
おくべき点が多々あるように思われる．また，
コンサルテーションの方法についても，問 
題を抱えている教員（コンサルティ）に対し
て助言する者（コンサルタント）が直接的に
助言する場合（直接的コンサルテーション）
と，文部科学省等が発行している指導資料等，
間接的に方向性を示す場合（間接的コンサル

テーション）でも，コンサルティが求める情
報が異なることも考えられることから，様々
な場面における効果的なコンサルテーショ
ンの方法論についても，当然ながら検討する
必要がある 
 
２．研究の目的 
このようなことから本研究では，①学校や
教師に対する体育授業コンサルテーション
に関する現状を把握すること，②教師に対す
る体育授業コンサルテーションモデルにつ
いて検討すること，③コンサルテーションの
実施及び成果検証を行うこと，の 3点を目的
に研究を展開することにした． 
 
３．研究の方法 
①学校や教師に対する体育授業コンサル
テーションの現状把握については，現職教員
196 名（男性教師 141名（71.9%），女性教師
55 名（28.1%））を対象とする調査を実施し
た．回答者のうち，教職歴 3 年以下は 28 名
（14.3%），4年から 10年以下 65名（33.2%），
11年から 20年以下 33名（16.8%），21年以
上 70名（35.7%）であった．また，運動の好
嫌度について聞いたところ，「大変好き」と
回答した教師は 128名（65.3%），「やや好き」
と回答した教師は 52名（26.5%），「やや嫌い」
と回答した教師は 9名（4.6%），「大変嫌い」
と回答した教師は 1名（0.5%）であった．調
査票は，（a）対象教師の属性 2項目，（b）教
科指導に関する意識 4項目，（c）体育指導の
情報源 13項目，（d）研修のニーズ 11項目，
（e）体育授業を指導する上で高めたい力 16
項目の他，自由記述によって授業力向上に向
けてどのようなサポートがあればいいと思
うかという設問を設定した． 
②教師に対する体育授業コンサルテーシ
ョンモデルについては，直接的コンサルテー
ションとして，単発の研修等におけるコンサ
ルテーションと単元や年間など一定期間を
要するコンサルテーションに分類し，それぞ
れについての留意点を整理することにした．
また間接的コンサルテーションにおいても，
その意義と求められる情報について，整理検
討することにした． 
③コンサルテーションの実施及び成果検
証については，単元あるいは年間を通した教
師／学校に対するコンサルテーションを実
施するとともに，単元を通して授業者に寄り
添うコンサルテーションの過程的事実の記
述と，そこでのコンサルティとコンサルタン
トとの相互作用の解釈，また子どもの学習成
果や教師へのインタビュー，学校や教師自信
が考える成果と課題等の分析を通して，コン
サルテーションの成果検証とコンサルテー
ション実施上の要点の整理を試みた． 
 
４．研究成果 
①学校や教師に対する体育授業コンサル
テーションの現状把握については，分析の結



果，半数以上の教師が授業づくり・授業改善
の情報源として，文部科学省・スポーツ庁等
が発行した資料を活用していることがわか
った．次いで都道府県教育委員会や出版物を
情報源としていること，合わせて研修会等で
配布される資料を活用している実態が確認
された．このことから，多くの教師が日常的
に間接的なコンサルテーションによる情報
収集をしている様子が明らかになった． 
また，どのような情報を必要としているの
かについては，「運動が苦手な子どもへの支
援」の方法，「場や用具の工夫の仕方」，「体
育学習における思考力・判断力・表現力等の
育成に向けた研修」を必要としているという
事実も確かめられた．平成 29 年告示の新学
習指導要領では，運動が苦手な児童や運動に
意欲的ではない児童への配慮の重要性が指
摘されている．日常の授業において，教師が
これらの児童に対する指導支援の具体的方
法を必要としている事実を把握することか
できた．加えて，新学習指導横領で重要視さ
れている子どもたちの「思考力・判断力・表
現力等」の育成を目指した指導の在り方につ
いても，情報が必要だと感じている事実が確
認された． 
②教師に対する体育授業コンサルテーシ
ョンモデルについては，直接的コンサルテー
ションについては，半日や一日など，短時間
で実施されるもの，コンサルタントが教師
個々人を対象にして単元を通したコンサル
テーションを行うもの，学校や地域の体育部
等を単位として年間を通じて行うもの等に
分類した． 
短時間で実施されるコンサルテーション
については，短時間で所定の内容を対象者に
伝える必要があるので，内容の生鮮や伝達性
のある方法の工夫が必須であることを確認
した．具体的には，研修の中に実技・演習を
取り入れたり，スライド等，提示資料を視覚
化して理解の促進を図ったりすることなど
が，その視点としてあげられた． 
また単元を通したコンサルテーションで
は，授業者や学校等，コンサルティとの信頼
関係を築くことの重要性，コンサルティが抱
える課題や不安に対して，どのようなやりと
りの中でどのような情報を提供するか，また
単元開始前の授業づくりの段階から単元が
終了するまで，コンサルティに寄り添う相互
作用できる体制づくりが重要になること等，
その要点を整理した．中でも授業者のコンサ
ルティは，授業に対する見通しをどのように
持ちながら授業に臨むかが肝要になるが，そ
の際の教師の不安をどれだけ軽減させられ
るか，見通しをどれだけ可視化できるかが重
要であることを確認した． 
間接的コンサルテーションについては，個
別具体的というよりも，一般的な内容なもの
が多くなることが予想されるため，コンサル
ティは，より広く適用可能な情報の発信を心
がけることが重要であることを確認した． 

そして，広く一般的な内容をもつ間接的コ
ンサルテーションと，個別具体的にコンサル
ティに寄り添う直接的なコンサルテーショ
ンを組み合わせながら，毎時間の子どもたち
の成長を導く授業改善を行うことが有効で
あろうという方向性を示した． 
③コンサルテーションの実施及び成果検証
を行うことについては，校内研究として体育
の授業改善に取り組む学校の研究へのコン
サルテーション，体育に苦手意識をもつ教員
を対象にしたコンサルテーション，地域の体
育部で行う授業研究に対するコンサルテー
ション等を実施した． 
 単元開始前からコンサルティと連携して，
その単元で習得を目指すもの，あるいは研究
全体として大切にするもの等を確認した上
で授業計画段階から直接的コンサルテーシ
ョンを行った．授業進行中も，授業者との相
互作用を通して，毎時間の課題を確認しなが
ら単元を展開した． 
 この取り組みの成果として，コンサルテー
ションの際には，コンサルティとの信頼関係
が必須となるため，この関係性をどのように
構築するかが重要であることが明らかにな
った．このことは，体育の専門性を生かした
内容に関するコンサルテーションを行う前
段階として，コンサルタントが配慮すべき事
項であることを確認した．コンサルティは，
授業実施に対する不安感を少なからず抱え
ているため，この不安感を軽減するような相
互作用を心がけることが配慮事項としてあ
げられた．そして体育授業改善に対する体育
的内容のコンサルテーションにおいては，体
育授業の基礎的条件の整備に関するコンサ
ルテーションの重要性の共有をすることに
加えて，授業の考え方や方向性も重要である
一方で，授業の様子（子どもの学習行動の様
子や教師自身が指導している様子）がイメー
ジできるような「授業場面の可視化」を心が
けること，また子どもの学習後の姿がイメー
ジできるような「授業成果の可視化」を大切
にすることが，効果的なコンサルテーション
を行う上で求められることが確認されたと
いえる． 
研究全体を通して，体育授業の基礎的条件
及び内容的条件それぞれについての教師の
知識や指導技術の向上，子どもたちが望まし
い成果を上げるための学習過程の在り方，子
どもの学びの流れなどについての「授業の見
通し」を授業者にどのように持たせられるか
どうか，それをコンサルティの実態に応じて
直接的／間接的に情報提供・共有できるかど
うかが，コンサルテーションによる授業改善
では重要であることが確認されたといえる．
引き続き，多くの事例や方法論の検討を継続
し，より効果的な体育授業コンサルテーショ
ンの在り方とその方法について検討を続け
ることが，今後の課題である． 
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